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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

航
空
の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
は
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
含
む
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
供
給
の
拡
大

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
開
発
及
び
製
造
等
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
航
空
脱
炭
素
化

推
進
基
本
方
針
に
盛
り
込
む
こ
と
。
ま
た
、
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
安
定
し
た
供
給
を
目
指
し
、
開
発
、
製
造
及
び
流
通
を
行
う
事

業
に
対
す
る
、
国
に
よ
る
財
政
面
を
含
め
た
支
援
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。
な
お
、
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
開
発
及
び
製
造
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
当
面
の
間
は
、
輸
入
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
安
定
的
な
調
達
、

価
格
低
減
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

空
港
脱
炭
素
化
推
進
計
画
が
早
期
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
、
国
が
管
理
す
る
空
港
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
計
画
策
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
空
港
に
つ
い
て
も
、
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
な
指
導
・
助
言
等
に
努

め
る
こ
と
。 

 

三 

航
空
会
社
及
び
空
港
会
社
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
甚
大
な
影
響
が
長
期

化
し
て
お
り
、
航
空
会
社
の
財
務
の
健
全
化
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る
影
響
も
踏
ま

え
、
安
全
か
つ
安
定
的
な
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
中
期
的
な
視
点
で
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

四 

航
空
需
要
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
水
際
対
策
の
更
な
る
緩
和
や
外
国
人
観
光
客
の
本
格
的
な
受
入

れ
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


